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令和２年度春の避難所総合訓練の実施結果について 

 

１ 実施日時等 

⑴  日 時  令和２年８月７日（金） 午後３時から午後４時３０分まで 

⑵  場 所  関口台町小学校  

⑶  参加者 

№ 所 属 人数 

１ 区民防災組織 ７  

２ 学校職員 ２ 

３ 東京都職員 ４ 

４ 区職員 ８  
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２ 訓練内容 

⑴ 文京区避難所運営ガイドライン「新型コロナウイルス感染症対策編」の説明 

防災課より、ガイドラインの内容及び避難スペース想定についての説明を行い、避難

所運営協議会役員の方々と避難所開設・運営方法について検討した。 

   

⑵ 避難所開設キットによる初動対応訓練 

   避難所開設キットには初動対応として発災から３時間以内にするべきことを記した

行動手順書が入っており、行動手順書を区職員が読み上げるとともに、行動のポイント

を解説した。 

 

⑶ 事前受付設置場所のレイアウトの確認 

事前受付として想定されている昇降口において、設置場所や導線等のレイアウトを確

認した。 

 

⑷ 備蓄資機材の取り扱い確認 

新型コロナウイルス感染症対策として、今後備蓄する予定のパーティションを使用し、

組み立てから収納までの取り扱い方の確認を行った。 

 

３ 参加者意見 

⑴ 避難スペースについて 

 ・雨が降っている場合は、校庭を通って体育館に向かうことは難しいため、別の導線

も事前に検討しておいた方が良い。 



 ・専用スペースとして利用する部屋について、児童がいる時間帯に発災する可能性を

考え、１階だけでなく２階・３階でも使用可能な部屋があるか検討する必要がある。 

  ・備蓄予定のパーティションの材質が風を通さないタイプなので、夏場は暑くて使用

できないのではないか。 

⑵ 避難所開設キットについて 

  ・受水槽の鍵は主事室からとる想定となっているが、どれが受水槽の鍵かわかりづら

いので、分かりやすいようにテプラ等で印をつけておいてほしい。 

  ・トイレの使用方法（トイレを使用後、次に使用する人の準備は誰がするのか等）が

分かりづらいので明確に記載したら分かりやすい。感染症対策という意味でも、ト

イレ袋の処理方法等はきちんとルールを決めて行う必要がある。 

 

 


